
2012 年度報告書（研究員） 

氏 名 平 田  知 久 

職 位 研究員（グローバル COE） 

研究概要 

 グローバル COE 最終年度のまとめとして、これまでかかわってきた研究（テレパシー研

究、ジモト研究、インターネットカフェ研究）についての 3 つの論文を完成させた。なお、

業績リストに掲載したものに加えて、Routledge より 2013 年 5 月に出版される（現在印刷中）

デジタル・ディバイドに関する英語書籍の 1 章をなす論文、およびグローバル COE の書籍

出版計画における 3 章分の論文（中間圏（フィールド調査班）に関する論文、親密圏と中

間圏の思想史（理論研究班）に関する論文、移動に関する英語論文）を完成させ、COE 海

外パートナーの一人である台湾国立大学の Lee Ming Tsung 氏が執筆した、台湾における日

本のテレビドラマの受容に関する論文の翻訳を行った。 

 また、アジアのインターネットカフェ利用に関する、下記の業績リストに掲載した 2 つ

の英語報告に加え、2013 年 3 月にはフィリピン大学ディリマン校でフィリピン人海外労働

者とインターネットカフェの関係に関する英語報告を行った。さらに、グローバル COE 次

世代出版助成を受け、社会情報学会（Society of Socio-Informatics）第 1 回大会において、「ソ

ーシャルネットワーキングの受容（Adoption of Social Networking）」という表題で、国際若

手英語ワークショップを主催し、それらの報告をもとにした Proceedings を完成させた。 
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(2)」『Becoming』BC 出版, No. 30, pp. 76-104. 
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学グローバル COE プログラム, pp. 92-117. 
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